


















Dreu & Weingart, 2003）は，両者の関係を悪化させ，両者が議論を交わしても成果を上げにく
いことが示唆されている（Allred, Keith, Mallozzi, Matsui, & Raia, 1997）。一方で，課題に対する
見解の相異に基づく対立である課題葛藤（De Dreu & Weingart, 2003）は，当事者に他者視点の










とが，多くの研究で示されている（例えば Blake ＆ Mouton, 1964 等）。
自他の意見や願望を同時に充足させ，双方が満足できるような解決策を探る方略を用いるた
めには，一定の年齢に達し，必要なスキルを習得する必要があると考えられる。小学 2 年生，
4 年生，および 6 年生を対象とした研究でも，そのような方略の使用パターンは加齢に伴い増













先述した他者視点の取得や他者理解の深化（Doise & Mackie, 1981），あるいは当事者間の
相互理解や信頼感（Jehn, 1997）は，協力を用いることでもたらされることが推測される。一
方，主張を用いて対処すると，他者との間に競争が生まれ，他者に対するネガティブな認知
や攻撃行動が生起することが示されている（Sherif, Harvey, White, Hood, and Sherif, 1961; Sherif 
& Sherif, 1953; Sherif, White, & Harvey, 1955）。また，他者との間の葛藤の表面化を避ける譲歩
や回避を用いることで，メンバーは閉鎖的になり，完全な共同作業が阻害され，葛藤を生じそ





















調査対象者は，小学 4 年生 82 名（男 53 名，女 29 名），5 年生 323 名（男 158 名，女 165 名），
6 年生 329 名（男 152 名，女 177 名），中学 1 年生 194 名（男 95 名，女 99 名），2 年生 123 名（男
59 名，女 64 名），3 年生 215 名（男 112 名，女 103 名），合計 1,266 名であった。
クラスごとに集団で質問調査票を用いた調査を実施した。調査は，学級集団に所属して間も
ない 5 月に実施した。また，小学 4 年生，5 年生，および 6 年生には，学級集団に所属してか






























（χ2=95.65, df=15, p<.01; χ2=113.17, df=15, p<.01; 
χ2=128.45, df=15, p<.01）。
クラス全体での話し合い場面において，中学 2
年生および 3 年生は，小学 4 年生および 5 年生と
比較して，「協力」を用いていた割合が有意に高
かった（p<.01）．また，中学 1 年生，2 年生，お
よび 3 年生は，小学 4 年生，5 年生，および 6 年
生と比較して，「譲歩」を用いていた割合が有意
に低かった（p<.01）。さらに，小学 5 年生，中学











2 年生，および 3 年生は，小学 4 年生，5 年生，6
年生と比較して，「譲歩」を用いていた割合が有
意に低かった（p<.01）．さらに，小学 4 年生，中
















協力 主張 譲歩 回避
 
 



























協力 主張 譲歩 回避
図 3　休憩時間場面での葛藤対処方略



































 図 4 児童が用いている各葛藤対処方略の 5月から 11月の変化 
 
  









協力(11月) 主張(11月) 譲歩(11月) 回避(11月)





また，2 回調査を行った小学 4 年生から





















































































協力 主張 譲歩 回避
図 7　場面及び葛藤対処方略別クラスへの肯
定的関心






































































協力 主張 譲歩 回避
図 9　場面及び葛藤対処方略別学習意欲 
 








































児童がいる一方で，5 月には協力を用いていたのに 11 月にはそれ以外の方略を用いるように
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